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『だれか、ふつうを教えてくれ！』 倉本智明

視覚障害を持っている作者が、障害について書いた障害学。両手が使えなけ

れば口をお皿に近づけて食べる。この行為に「ふつう」の人は行儀が悪いと

ジメジメと蒸し暑く雨が続く季節がやってきました。雨

が続くと外にも出にくくなり、それだけで憂鬱になって

しまいます。そんな時は、ぜひ読書をしてください。

雨にうたれることもなく、面白い本を読めば気分もスッ

キリ爽快。図書館のおすすめコーナーには、この蒸し暑

さを吹き飛ばす、背筋がゾクッとする本を集めてみました。どの本も面白く読める本

ばかりなので、暑い日にうんざりしている人は、小説を読んで涼を感じてください。

その中から一冊の本を紹介します。何を読もうかな・・・と迷っている人は試しに読

んでみてください。

『イニシエーション・ラブ』 乾 くるみ

僕がマユに出会ったのは代打で出た合コンだった。やがて僕らは恋

に落ち・・・と、普通の恋愛小説と思いきや、最後の最後で鳥肌も

のの展開に！？

「必ず２回読みたくなる」と絶賛されたミステリー。

読み終わったあと、いろいろな意味で恐怖を感じます。映画化もさ

れ、現在公開中です。興味のある人は、ぜひ先に小説を読んでから

映画をみてください。

みなさんはヘレン・ケラーを知っていますか？ヘレン・ケラーは幼い頃の病気によっ

て、目・耳が不自由になり喋ることができなくなりました。ですが、家庭教師のア

ン・サリバンの厳しい教育のおかげで読み書きを覚え、大学を卒業し「奇跡の人」と

呼ばれるようになったのです。

その「奇跡の人」ヘレン・ケラーの誕生日が６月２７日ということで、この日が「奇

跡の人の日」となりました。ヘレン・ケラーは世界各地で講演活動をし、視覚・聴覚

障害者だけでなく身体障害者を励ます福祉活動も盛んに行っていました。

障害に関する本



『さわっておどろく！』 広瀬浩二郎

視覚障害者と天文学者が見えないという共通点から触れて見る・感じることの

すごさを教えてくれます。この作者は「視覚情報は、人をわかった気にさせる

魔法です。」と言っています。見ることに頼りすぎていると大事なことに気づ

かないままかもしれません。

『まだ１７歳だけど、人生って面白いと思う』 岩渕大起

視覚障害者と天文学者が見えないという共通点から触れて見る・感じることの

すごさを教えてくれます。この作者は「視覚情報は、人をわかった気にさせる

魔法です。」と言っています。見ることに頼りすぎていると大事なことに気づ

かないままかもしれません。

サトウハチロー記念 第１９回

「おかあさんの詩」全国コンクール作品募集

「おかあさんの詩」コンクールとは、「おかあさん」の詩を最も多く書いたと言わ

れる詩人サトウハチローの業績を顕影し、合わせて「母」をテーマとした詩を通じ

て「心の教育」を推進すること目的に、サトウハチロー記念館が北上市内に開館し

た翌年の平成９年度に始めた全国規模の詩のコンクールです。

詩を書くのが好きという人、「おかあさん」をテーマに書いて応募してみません

か？興味のある人は図書館まで。

『歩いてまわるシリーズ』

ﾍﾞﾙﾘﾝ,ﾊﾟﾘ,ﾛﾝﾄﾞﾝ,ﾆｭｰﾖｰｸ,ｿｳﾙのｶﾞｲﾄﾞ

ﾌﾞｯｸ

『15歳の詩シリーズ』

なやむ,いきる,愛するをﾃｰﾏ

にした詩集
『魔法科高校の劣等生』

８巻～１１巻まで入りました














